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文理融合型の指導的人材育成プログラム

研究者 東京工業大学大学院社会理工学研究科教授橋 爪 大三郎

〔研究の概要〕

わが国の従来型の指導的人材の問題点は、法律経済系、文学系、理工学系の人材がそれぞれ別途に

養成されるのみで、それらの幅広いパックグラウンドをあわせもつ人材が育成されなかったことであ

る。このような文理分離型の人材育成は、実社会が文理の人材を効果的な協働関係に配置することを

想定しているが、実際にはうまく行かず、戦前の軍部の暴走や、近年のパフ守ルと経済停滞を招いてし

まった。

本研究は、理工系/文系出身の学生がほぼ半々ずつ集まる東京工業大学大学院の価値システム専攻

を舞台に、将来高度な意思決定にたずさわる指導的な人材を育成するための、実践的な教育プログラ

ムを研究開発することを目的としている。言説編成、文系発展演習、公開講座などのかたちで、プロ

グラムのプロ トタイプを開発することができた。

〔研究経過および成果〕

1.は じめに

文理融合型の指導的人材を育成する方法は、こ

れまで大別して、 2つの方法がある。ひとつは、フ

ランスのエコール・ポリテクニクのように、理工

系科目(数学や物理)を入学試験に課し、主とし

て理工系の素養をもっ人材を採用したうえで、文

系科目(経済、法律、哲学、歴史)を必修として

身につけさせる。もうひとつは中国共産党のよう

に、理工系の出身者を現場に配置したうえで、経

営管理や政治経済の業務を担当させ、有能な人材

を抜擢して中央の指導部を構成する。文系の人間

にあとから理工系の素養を身につけさせるのは困

難なので、この2つが現実的な方法だった。

けれども、この方法は、ごく一部の理工系出身

者にしか適用できないうえに、コス トもかかる。

現実には、理工系の素養のない文系出身者が指導

的立場に立ち、むずかしい意思決定を迫られると

いうケースが続出する。もっと手軽に履修できる

文理融合型の訓練システムが必要である。

この研究は、文系/理工系の出身者が半々ずつ

集まる修士課程である東京工業大学社会理工学研

究科を舞台に、簡便に実施できて効果の高い「文

理融合型の指導的人材育成プログラムjのプロト

タイプを開発しようとするものである。

2J言説編成」における実践

「言説編成 discourseformationJは、価値システ

ム修士課程の選択科目のひとつで、公衆に理解可
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能なかたちの言語表現を用いて意思決定を行なう

「合意形成技術jを修得課題とする演習形式の講

義である。この枠を用いて、約20人の学生を対象

に、以下のプログラムを実施した。

1 )月刊総合誌を用いた政策的意思決定のシミュ

レーション

最初の謀題としては、住基ネ y トの導入を機会

に総合雑誌に掲載された論文13編を配布し通読さ

せ、それをもとに、グループに別れて最適な政策

を形成させ、合意形成のためのポリシーペーパー

を作成させた。つぎに、相互に討論を行ない、説

明責任や批判的ジャーナリズムの必要性について

体得させた。第二の謀題としては、アメリカのイ

ラク攻撃の接近を機会に総合雑誌に掲載された論

文15本を配布し通読させ、同じく適切な政策形成

と討論を行なわせた。

2)危機管理を想定し たシ ミュレーション

第二の課題は、某国危機を題材にした。関連文

献や資料で某国をめぐる情勢を学習したあと 、ゲ

ーム理論(チキンゲーム)を用いでありうべき危

機の数理的な理解を試みた。これを踏まえ、東京

湾に核爆弾を設置したと某国から通告があったと

の想定で、危機的状況下における意思決定を行な

わせ、そののち討論を行なって、意思決定の可否

を批判的に検討した。

これらの課題を通じて、文系/理工系出身者の

適切な協働関係が育っていくことが観察されたほ

か、事後のレポートでも、テクニカルな知識と問

題解決の前提となる価値観とが別々の要因として

政策課題解決のなかで意識され、総合的に解決さ

れたという感想が寄せられた。

3J文系発展演習jにおける実践

文系発展演習は、学部3、4生を対象に、文系の

進んだ演習プログラムを提供する、文理融合型の

授業である。ここでは文系の古典(たとえばルソ

ー)、時事的評論(たとえば『チャイナクライシスJ) 
など十数冊の文献をとりあげ、読書課題としたあ

と、自由討論のかたちで能力の開発をはかった。

合宿班は、代々木のオリンピック記念青少年セン

ターで集中的な討論を行なった。評価シー トやレ

ポートから、このプログラムが有効な効果をもつ

ことが確言忍できた。

4J公開講座」における実践

東京工業大学は平成14年10月から、朝日カルチ

ャーセンターと提携して、公開講座を開発-提供

することになった。私はその責任者となったので、

これらの講座を学部・大学院の学生に開放し、教

育の一環とすることを考え、実施した。具体的に

は 「吉本隆明をめぐるシンポジウムJf江藤淳をめ

ぐるシンポジウムJf価値判断と 21世紀ビジョン」

f<若者論>の現在Jf北朝鮮徹底分析Jfインター

ネッ ト社会の行方Jの講座・シンポジウムを現在

までに公開した。講師は、加藤典洋、竹田青嗣、

大j幸真幸、福田和也、佐高信、東浩紀、上由紀行

といったそうそうたる顔ぶれである。学生は、割

引入場券を購入して入場することができ、レポー

トを提出すれば、正規の授業の一環として認定さ

れる。学生の反応はきわめて良好で、、これまでに

のべ200人の学生が参加し、レポートを提出するな

どしている。

このように、少なからぬ理工系の学生が文系の

パックグラウンドを身につけようという強い意欲

をもっており、適切な機会が与えられれば、積極

的に参加して融合型のプログラムに参加するとい

うことが実証された。

5J中国短期留学jにおける実践

学部生向け総合科目のひとつとして、文理融合

型プログラムとしての短期留学を実施した。参加

を希望した36名の学生が、私の引率のもと、 9月5

日-25日のあいだ、中国の天津社会科学院に滞在

して、中国の政治 -経済-社会 -文化といった文

系の授業、工場や研究所の見学、中国入学生との
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交流といったプログラムに参加した。

このプログラムは、広い視野をもった国際的リ

ーダーを育てることを目的に実施したもので、そ

の詳細が学生の手により HPに掲げられているよ

うに、大きな成果をあげることができた。

6. まとめと今後の課題

以上によって、理工系出身の学生や、文系/理

工系出身の混合する学生に対して、より高度な意

思決定のための基礎となる訓練をほどこすプログ

ラムを、実践することができた。

今後の課題としては、このつぎの段階に位置す

る、指導的人材としての高度な意思決定そのもの

を訓練するプログラムを開発することである。

今回の研究を踏まえて、来年度、大学院価値シ

ステム専攻の「価値システム応用」の講義におい

て、そのプログラムを実践する予定である。具体

的には、日本の戦後外交を素材に、具体的なさま

ざまな状況において、1)国益からみてより望まし

い政策選択、2)道義からみてより正 しい政策選択、

を比較検討させ、最終的にどのような政策選択を

行なうかを実習する、実践型の教育プログラムで

ある。その基礎に、ゲーム理論そのほかの理工系

アプローチも活かされるであろう。


